












研究目的 

B 型肝炎ウイルス(HBV)による成人の慢性肝炎,肝硬変,肝癌の多くは,乳幼児期からの HBV

持続感染(キャリア状態)が基盤になって生ずるものと考えられている。従って乳幼児期の

キャリア発生阻止がHBV による慢性肝障害をなくしていく上で重要なステップであると考

えられる。 

このような趣旨のもとに我々の施設においても昭和55年6月からHBV母児間感染予防に努

めてきた。昭和 60年 10月までに HBs 抗原陽性かつHBe抗原陽性の妊婦から生れた乳児111

名を対象にヒト抗HBsグロブリン(HBIG)単独による予防,のちにはHBIGとHBワクチンの併

用による予防を行なってきた。これまでの当科での予防成績をまず紹介し,その後の追跡調

査によって得た若干の知見についても述べたい。 


